
 

 

 

 

 

 

 

 １月は「行く」、２月は「逃げる」、３月は「去る」と言われるように、あっという間の３学期で、今年

度のひばりの指導も残りわずかとなりました。1 年間の集大成として、成長したことや課題を振り返った

り、グループ全員で『協力』する学習に取り組んだりしています。来年度に向けて、子供たちの成長や今

後の目標をしっかりとまとめ、４月からよいスタートが切れるように指導をしていきます。 

 今年度も子供たちが安心して通えるように支えてくださった保護者の皆様、各学校の先生方に、心よ

り感謝申し上げます。来年度も子供たちの成長のために、さらに連携を深めた支援・指導を心がけてまい

ります。今後とも特別支援教室「ひばり」へのご理解とご協力をどうぞよろしくお願いします。 

 

 

◆ 3 月１２日（水） 3 学期指導終了 

◆ 3 月１３日（木） 月曜日グループ振替指導 

◆ 3 月１４日（金）、１７日（月）～１９日（水）、２１（金） ひばり個人面談期間 

※来年度の保護者会や指導開始日につきましては、後日別紙にてお知らせいたします。 

 

 

 

ひばり個人面談希望調査票のご協力をありがとうございました。面談日につきましては別

紙にてお知らせしていますのでご確認ください。この 1 年間を振り返り、成果や次年度の指

導についてお話しする予定です。 

◎面談期間：３/1４(金)、17日（月）～19日（水）、２１（金） 

◎場  所：若松小学校ひばり教室（新校舎１階。校門入ってすぐの階段を上がり、玄関よ

りお入りください。） 

☆面談期間まで時間が空いていますので、お忘れになりませんよう、また、時間に間に合う

ようお越しください。 

 

 

低・中学年グループ 高学年グループ 

個別学習 〇個に応じた課題 個別学習 〇個に応じた課題 

小集団学習 

□他者の受け入れ・理解、社会性

を育てるための指導 

〇相談・協力 

ひばり・ザ・ミッション 

〇1年間のまとめ 

小集団学習 

□他者の受け入れ・理解、社会性を育

てるための指導 

〇相談・協力 

ひばり・ザ・ミッション超 

〇1年間のまとめ 

３学期ひばり個人面談について 

 
若松小学校・府中第二小学校 

特別支援教室「ひばり」教室便り 

令和７年 3月３日 №11 

府中市立若松小学校 

 



2 月の学習の様子から 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度のひばり連絡ファイルについて 

 今年度もひばり連絡ファイルで、ご家庭や在籍学級での様子を共有していただきありがとう

ございました。今年度にお渡しした中身については、ご家庭で取り外して下さい。4 月の指導

開始日は中身が空のものを持たせてください。（同じファイルを引き続き使っていただいてかま

いません。） 

 

 

〇ひばり・ザ・ミッション 超
スーパー

 

 高学年グループでは、グループ全員で相談・協力しながらミッションに挑む『ひばり・ザ・

ミッション超』に取り組みました。低・中学年で行うものより難しいミッションなだけに、

相談や協力がより重要となりました。作戦を伝えたつもりでも二人だけで話してしまってい

て全員に伝わっていなかったり、みんなが納得していないまま進めてしまったりするグルー

プもありました。「このミッションで自分にできる協力は何か？」をその都度考えていくと、

“友達のことを考えて意見を書く”“人のアドバイスや意見を素直に聞く”“全員が納得して

から進める”など、次第にその時に必要な「協力」を意識して取り組めることが増えました。

相談の段階で苦労しながらも、ミッションをクリアできたときには全員が笑顔で喜びながら

達成感を味わうことができました。 

 

 

 

〇こんなときどうする？～勝ち負けのあるとき編～ 

 今回の「こんなときどうする？」では、勝ち負けのあるゲームで勝ったときや負けそうに

なったときにどうするかを考えました。ひばり劇場（教師による寸劇）で、『カルタが取れ

なくて怒ってしまう場面』と『勝ったときに喜びすぎてしまう場面』などを子供たちに見せ

ました。すると、「くやしい気持ちは心の中で思っても良いけど、本当に怒っちゃうのはダ

メだよ。」、「あおっているように見えるし、一緒にやりたくなくなる。」など、それぞれの場

面の状況を考え、登場人物の気持ちを想像することができました。 

その後、実際にカルタを行いました。ほとんどの児童は勝ち負けを受け入れて、カルタを

することができました。負けてしまった児童もいましたが、負けを受け入れて楽しくカルタ

をすることができたのが良かったです。今後、様々な勝ち負けがある場面で今回の学びを活

かしていけるようクラスやご家庭でもお声かけいただければと思います。 

低・中学年グループ 

高学年グループ 


